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It is important issue to research on the museums by collection^　data about marine
engineering-. Author researched data of foreign countries from 1989 to 1996 and those are already
reported. In Japan he has already reported on the museums in Hokkaido, Tohoku, Kanto, Chubu,
Kinki, Chugoku and Shikoku area. In this paper author collected the museums which concerned
marine engineering in Kyushu and Okinawa district in Japan. He visited　8　museums and









































































































































































O ｢De Liefde (デリーフデ)｣同型船
O ｢Prins Willem (プリンスウィレム)｣
17世紀最大のオランダ東インド会社の船､排水量2000トン､全長73.5m､全幅14.5m
O ｢Batavia (バクビア)｣､ 1780年頃建造､全長40m､全幅8m
O ｢Irene (イレーヌ)｣､ 1806年建造､排水量383トン､全長45m
Oダッチフリゲート､ 1900年頃建造
O ｢Marinnus (マリヌス)｣､ 1910年頃建造























































入園時間: 8 :00-18:00 (3月1日～7月19日､ 11月1日～11月30日)

























貨客船『夕顔丸』 206GT (明治20年5月竣工)､貨客船『筑後川丸』 610GT (明治23年5月竣工)､
貸客船『常陸丸』 6172GT (明治31年8月竣工)､ヨット『初加勢』 80GT (献上船)､明治35年11月
竣工)､駆逐艦『水無月』 381排水トン(明治39年12月竣工)､二等巡洋艦『矢矧』 4950排水トン(明
治45年7月竣工)､貸客船『香取丸』 10513GT (大正2年9月竣工)､巡洋戦艦『霧島』 27500排水ト
ン(大正4年4月竣工)､戦艦『日向』 31260排水トン(大正7年4月竣工)､一等巡洋艦『古鷹』
8586排水トン(大正15年3月竣工)､貸客船『輿安丸』 7103GT (昭和12年1月竣工)､貸客船『崎戸
丸』 7126GT (昭和14年1月竣工)､戦艦『武蔵』 69100排水トン(昭和17年8月竣工)､制式航空母
艦『天城』 20400排水トン(昭和19年8月竣工)､貨物船『ドナアリシア』 7356GT (昭和25年10月竣
工)､タンカー『ビードル』 45833DWT (昭和30年11月竣工)､甲型警備艦『はるかぜ』 1700排水ト
ン(昭和31年4月竣工)､タンカー『ネスサプリン』 88494DWT (昭和36年1月竣工)､タンカー
『ユニバースクウェイト』 326848DWT (昭和43年9月竣工)､タンカー『鳥取丸』 237383DWT (昭















































































































































































































































貸客船『夕顔丸』 206GT (明治20年5月竣工)､貨客船『筑後川丸』 610GT (明治23年5月竣工)､
貸客船『常陸丸』 6172GT (明治31年8月竣工)､ヨット『初加勢』 80GT (献上船)､明治35年11
月竣工)､駆逐艦『水無月』 381排水トン(明治39年12月竣工)､二等巡洋艦『矢矧』 4950排水トン
(明治45年7月竣工)､貨客船『香取丸』 10513GT (大正2年9月竣工)､巡洋戦艦『霧島』 27500
排水トン(大正4年4月竣工)､戦艦『日向』 31260排水トン(大正7年4月竣工)､一等巡洋艦
『古鷹』 8586排水トン(大正15年3月竣工)､貸客船『興安丸』 7103GT (昭和12年1月竣工)､貸
客船『崎戸丸』 7126GT (昭和14年1月竣工)､戦艦『武蔵』 69100排水トン(昭和17年8月竣工)､
制式航空母艦『天城』 20400排水トン(昭和19年8月竣工)､貨物船『ドナアリシア』 7356GT (昭
和25年10月竣工)､タンカー『ビードル』 45833DWT (昭和30年11月竣工)､甲型警備艦『はるか
ぜ』 1700排水トン(昭和31年4月竣工)､タンカー『ネスサブリン』 88494DWT (昭和36年1月竣
工)､タンカー『ユニバースクウェイト』 326848DWT (昭和43年9月竣工)､タンカー『鳥取丸』
237383DWT (昭和47年9月竣工)､タンカー『ディビットパッカード』 406592DWT (昭和52年4

































英　名:Nagasaki City Museum of History and Folklore
住　　所: 850長崎市出島町9-15
電　　話: 0958-24-8958

















英　名: Nagasaki City Museum of History and Folklore
住　　所: 850長崎市松が枝町4-33
電　　話: 0958-25-2798












英　　名: Matsuura Historical Museum
住　　所: 85951平戸市鏡川町12
電　　話: 0950-22-2236































































英　名: Kagoshima Prefectural Museum
住　　所: 892鹿児島市城山町1-1
電　　話: 099-223-6050




























英　名:Museum of the Meiji Restoration
住　　所: 8920846鹿児島市加治屋町23-1
電　　話: 099-239-7700



































































































































英　　名: Okinawa Commemorative National Government Park Oceanic Culture Museum
住　　所: 90503国頭郡本部町石川424国営沖縄記念公園内
電　　話: 0980-48-2741
F A X :0980-48-3339
交　　通:那覇より名護西線20番､名護バスセンターにて本部行備瀬線70番乗換え､記念公園前下車
所　　属:国立
沿　　革:1976年(昭和51年) 8月1日開館
開館時間: 9時30分～17時30分(3月1日～7月19日､ 9月～11月)
9時30分～18時30分(7月20日～8月31日)
9時30分～17時(12月～2月)
休館　日:木曜日(休日のときは翌日)
入館料:大人170円､小人50円
展　　示:漁業用具
(70)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄司邦昭
4.結　言
本報告では九州･沖縄地方における6施設についての現地調査と36施設についての文献調査結果を示した｡今ま
での調査結果を日本全体について県別にみると表1のようになる｡表1は日本の博物館について実際に訪問して調
べた現地調査結果と､文献などにより船舶に関する資料が含まれているのではないかと考えられる博物館の数を各
都道府県毎にまとめたものである｡また船舶に関する資料が含まれているのではないかと思われる博物館に対して
はこれまでに実際に訪問し現地調査を行った博物館の割合を訪問率として同じく表1に示した｡この表から現地調
査結果及び文献調査結果による博物館数は関東地方が圧倒的に多いが､これは著者の生活圏に対応した情報量の結
果で､この結果だけから他の地方に船の資料をもつ博物館が少ないとは必ずしもいえない｡造船学や航海学に関す
る学会活動の一環として比較的よく訪問する神戸や長崎においてそれぞれの調査結果の博物館数が多いのも調査す
る側の行動形態によって結果の数に影響を与えることが予想されるからである｡この裏における集計結果では日本
全体で訪問率が40%弱にとどまり､まだまだ訪問して現地調査すべき博物館は多数存在する｡
今後も､少しずつではあるがさらに調査を増やしていきたい｡
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表1海事関係博物館調査結果
県名　　　　　現地調査結果　　　文献調査結果　　　　　訪問率
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青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
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山梨県
長野県
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新潟県
富山県
石川県
福井県
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三重県
奈良県
和歌山県
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島根県
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香川県
愛媛県
徳島県
高知県
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大分県
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0.303
0.140
0.154
0.286
0
0.2
0
0
0.704
0.5
0.5
0
0
0.75
0.882
0.636
0.227
0.444
0.333
0
0.5
0
0.333
0.2
0
0
0.375
0.333
0
0
0
0
0.4
0.667
0.190
0
0
0.5
0.182
0.167
0.6
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0
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0
0.273
0
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